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ュ
ニ
ー
ク
で
良
質
な
欧
米
の
玩
具
や

人
形
を
扱
う
こ
と
で
定
評
の
あ
る
グ
ラ

ン
パ
パ
は
、
従
来
の
抱
き
人
形
よ
り
個

性
的
な
愛
ら
し
さ
を
持
っ
た
ヨ
ー
ロ
ツ

パ
の
ア
ー
テ
イ
ス
ト

・
ド
ー
ル
に
早
く

か
ら
着
日
、
紹
介
を
し
続
け
て
い
る
。

グ
ラ
ン
パ
パ
は
俳
優
の
津
川
雅
彦
氏

の
お
店
で
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い

る
。
氏
が
直
接
ョ
ー
ロ
ッ
パ
で
買
い
つ

け
た
人
形
は
、
日
本
で
は
常
に
２
～
３

年
た
っ
て
か
ら
じ
わ
じ
わ
と
人
気
が
出

て
く
る
と
、
そ
の
選
択
眼
の
鋭
さ
を
、

店
長
の
松
田
さ
ん
も
信
頼
し
き
つ
て
い

る
。
現
在
、
青
山
本
店
に
は
氏
の
秘
蔵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の

人
形

（写
真
）
が
並
ん
で
い
る
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
今
ま
で
に
グ
ン
ツ
ェ
ル
、

ヒ
ム
シ
ュ
タ
ッ
ド
な
ど
の
日
本
で
の
人

気
の
火
つ
け
役
と
な
っ
た
。

人
形
フ
ァ
ン
待
望
の

「お
人
形
フ
ェ

ァ
ー
」
は
、
年
１
回
開
催
、
今
回
は
、

十
二
月
二
十
六
日
か
ら
来
年
の
ひ
な
祭

り
ま
で
行
う
予
定
だ
。
西
欧
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト

・
ド
ー
ル
か
ら
、
国
内
で

は
、
津
川
氏
の
認
定
し
た
グ
ラ
ン
パ
パ

の

「人
間
国
宝
」
で
あ
る
、
革
の
本
池

秀
夫
氏
、
フ
ラ
ン
ス
人
形
の
西
崎
冨
久

子
さ
ん
、
創
作
人
形
で
は
、
小
林
美
枝

子
さ
ん
、
原
仁
子
さ
ん
、
長
谷
川
裕
子

さ
ん
な
ど
の
作
品
が
並
ぶ
。

グ
ラ
ン
パ
バ
は
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
ビ
ジ
ネ
ス
の
プ
ロ
と
し
て

「夢
を

売
る
の
で
あ
り
、
買
っ
て
も
ら
う
も
の

だ
」
と
い
う
。
高
価
な
オ
ル
ゴ
ー
ル
を

結
婚
記
念
に
買
う
こ
と
を
決
め
た
カ
ッ

プ
ル
が
結
婚
ま
で
の
間
、
時
々
来
店
し

て
は
そ
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
に
耳
を
傾

け
る
。
そ
の
横
に
は

「大
切
な
お
約
束

が
あ
り
ま
す
」
と
い
う
カ
ー
ド
。

人
と
人
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
買

い
に
来
た
人
の
思
い
に
ど
れ
だ
け
応
え

ら
れ
る
か
、
ま
た
作
者
の
心
を
ど
れ
だ

け
伝
え
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
、
グ

ラ
ン
パ
パ
は
心
を
尽
く
す
。

だ
が
、

「商
い
」
を
す
る
立
場
と
し

て
の
厳
し
い
視
点
か
ら
、
人
形
と
は
、

第
二
者
に
認
め
ら
れ
て
は
じ
め
て

一
人

前
に
な
る
の
だ
と
い
い
、
人
形
作
家
に

対
し
て
、
逆
提
案
し
て
い
く
こ
と
も
多

い
。
グ
ラ
ン
パ
パ
の
よ
う
に
、
心
の
こ

も
っ
た
商
い
を
し
て
く
れ
る
お
店
に
育

て
ら
れ
る
作
家
は
、
幸
せ
だ
と
思
う
。

全
国
に
こ
の
よ
う
な
お
店
が
、
少
し
ず

つ
増
ぇ
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

（取
材

・
文
　
小
川
　
千
息
子
）

グ
ラ
ン
パ
パ
青
山
本
店

（午
前
十

一
時
～
午
後
七
時
）
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住所・開館時間 11月 /   12月  /  1月   / 2月

横 浜 人 形 の 家
(企画展示室)

〒231横浜市中区山下町 18
【B045-671-9861

10:00-17:00口 月曜日

10/22-11/20

アマチュア手作り

人形展

新年特別展示

1/3 1/25 2/4-712

館蔵
雛人形展

新宿 せ
‐‐ ら ～ る

(人形展のみの掲載です)

〒160新宿区歌舞伎町1-30-1
対子FttPEPE 6F 803-3205-2673
10:30-20:00 年中無休

-30

安岡

郁夫

12/2-10

掘佳子
個展

12/20-12/29

吉田良一

個展 弘太郎

2′
/22-

福島

1995年 2月 19日
へ″ 2月 26日
目白千種画廊

豊島区目白3-18-6
11:00-18:00   2103-3954-0053

ノ」ヽιtSこ三雲多琵曇モ=了生ィ理ョ月要肇

ギャラリーてんぐスクエア

広島市中区大手町 1-5-12
10:00-17:00   1を 0ヽ82-248-1128

壕 調 華  ネ谷琴 Ч固 月甦
? Romantic fOr ever '

(ロマンティックよ :永遠に)
12月 16日～ 18日

岡山県出身の堀佳子は、吉田良
一、福島弘太郎の両氏に師事。
ロックバンド「黒夢」写真集に
採用されるなど活躍中。

生Lき ノヘJ干1穿理
キ圧]  イヨ三:ニアニσ)t土士j石許
12月 2日 -10日 せ。ケ・る (■f己)

むさしの郊外美術館
フアースト・アー トフォーラム

181東京都三鷹市中原3-9-2
10:00-17:00   2'0422-41-8721

人形ではないが、日本画と
紙粘土による半立体作品。
立体イラストとも言えるユ

ーモアあふれる世界

FANTA一
ZOO

菱沼陽土女作品展

開催中 年内 12月 25日 まで

朽ヽ[量鏡理聾7Fアートギャラリー

畔3京都中央区銀座3-6-1
10:00-19:30 1日 0ヽ3-3567-1211

==車命  淮軍月藤
土と炎から生まれた
倉l‖乍ビスクドール展
12月 7日 へ́ 13日
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ヒ

ル

一
ア

イ
パ
ル

い
ド

ガ
ノ

ン

ツ

ェ

ル
（ド
イ
ツ
）

今
年
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ド
ー
ル
・

ソ
サ
エ
テ
イ

（Ｇ
Ｄ
Ｓ
）
に
来
て
い

た
人
が
言
っ
た
。

「今
年
は
、
グ
ン

ツ
ェ
ル
が
来
て
い
る
の
よ
。
こ
れ
は

す
ご
い
こ
と
な
の
よ
」
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
ド
ー
ル
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
、

憧
れ
の
的
で
あ
る
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ド

・

グ
ン
ツ
ェ
ル
。

ポ
ー
セ
レ
ン
か
ら
ソ
フ
ト
ビ
ニ
ー

ル
に
い
た
る
ま
で
の
素
材
を
手
が

け
、
愛
ら
し
い
少
女
か
ら
、
妖
艶
な

女
性
ま
で
、
そ
の
美
し
く
生
命
蔵
〔に

あ
ふ
れ
た
作
品
は
、
欧
米
で
は
ホ
ッ

ト
な
コ
レ
ク
タ
ー
ズ

・
ア
イ
テ
ム
と

な
っ
て
い
る
。
Ｄ
Ｆ
Ｊ
に
情
報
を
提

供
し
た
い
、
と
ド
イ
ツ
の
雑
誌
社

と
、
Ｇ
Ｄ
Ｓ
が
そ
れ
ぞ
れ
に
最
初
に

推
し
て
き
た
の
も
、
彼
女
だ
っ
た
。

三
百
〓十
万
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
三
階

建
て
の
ア
ト
リ
エ
で
、
五
人
の
ス

タ
ッ
フ
と
、
ひ
と
月
に
ビ
ス
ク
の
人

形
だ
け
で
二
五
体
か
ら
二
十
体
は
制

作
し
、
年
に
四
十
体
以
上
も
の
原
型

の
デ
ザ
イ
ン
を
こ
な
す
。
事
業
的
成

功
も
収
め
、
グ
ン
ツ
ェ
ル
は
文
字
通

り
の
後
続
の
ア
ー
テ
イ
ス
ト
に
と
っ

て
ス
タ
ー
的
存
在
だ
。

彼
女
は
最
近

「ド
ー
ル
・
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
ズ
」
と
い
う
作
品
写
真
集
を

出
版
し
、
そ
こ
で
回
顧
し
て
い
る
。

素
材
の
入
手
も
ま
ま
な
ら
ず
、
何

も
知
ら
ず
に

「完
璧
な
美
」
へ
の
情

熱
だ
け
で
制
作
を
始
め
た
二
十
年

前
、
今
は
亡
き
マ
シ
ア
ス
・
バ
ン
ケ

と
の
出
会
い
、
Ｇ
Ｄ
Ｓ
で
の
入
賞
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
、
ア
メ
リ
カ
ヘ
の

進
出
‥
・
。
現
在
に
至
る
ま
で
を
、

エ
ッ
シ
ェ
や
ヒ
ム
シ
ュ
タ
ッ
ド
な
ど

の
ラ
イ
バ
ル
の
話
も
折
り
込
み
、

ド
ー
ル
・
ア
ー
ト
の
草
分
け
と
し
て

経
験
し
た
こ
と
を
思
い
の
ま
ま
に

綴
っ
て
い
る
。

現
在
、
自
ら
を
ド
ー
ル
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
も
し
く
は
モ
デ
ラ
ー
と
名
の

る
彼
女
に
と
っ
て
、
創
作
の
根
源
と

し
て

一
番
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

一
九
七
十
年
代
に
み
た

「
眠
れ
る

美
」
の
夢
の
世
界
だ
そ
う
だ
。

タ

ー

ニ

ャバ

エ

バ

（
ロ
シ
ア
）

タ
ー
ニ
ャ
に
会
っ
て
、
そ
の
作
品

の
写
真
を
見
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
正

直
言
っ
て
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
既
成

概
念
を
越
え
た
シ
ュ
ー
ル
な
キ
ル

テ
イ
ン
グ
の
作
品
か
ら
、
綿
そ
の
も

の
に
糊
で
コ
ー
テ
イ
ン
グ
を
か
け
人

形
に
仕
立
て
あ
げ
た
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ

で
力
強
い
作
品
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ

の
ス
ー
パ
ー
ス
カ
ル
ピ
ー
で
作
う
た

ロ
シ
ア
の
素
朴
な
人
々
の
人
形
…
。

こ
の
幅
広
い
み
ず
み
ず
し
い
作
品
す

べ
て
が
彼
女
ひ
と
り
か
ら
出
て
く
る

の
だ
と
い
う
こ
と
を
受
け
入
れ
る
の

に
、
少
し
時
間
が
か
か
っ
た
。

現
在
三
七
才
の
タ
ー
ニ
ャ
。
バ
エ

バ
は
、
モ
ス
ク
ワ
芸
術
大
学
を
卒
業

後
、
テ
レ
ビ
で
子
供
に
工
作
を
教
え

る
番
組
を
担
当
し
た
り
、
人
形
の
作

り
方
の
本
を
出
版
し
た
り
活
発
に
活

動
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
キ
ル
ト
作

品
の
展
示
の
た
め
に
ァ
メ
リ
カ
を
訪

れ
て
か
ら
、
西
欧
諸
国
に
彼
女
を
援

助
す
る
多
く
の
友
人
を
得
、
一毬
流
が

活
発
に
な
り
、
そ
の
仕
事
が
評
価
さ

れ
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
。

タ
ー
ニ
ャ
の
夢
と
責
任
感
は
、
制

作
以
外
に
さ
ら
に
多
く
の
仕
事
を
自

身
に
課
す
。
価
値
の
な
い
も
の
と
し

て
廃
棄
さ
れ
て
き
た
ロ
シ
ア
の
古
い

人
形
を
で
き
る
だ
け
回
収
す
る
、
自

国
で
の
人
形
作
家
の
協
力
関
係
を
築

く
、
新
し
い
可
能
性
を
求
め
て
Ｒ
Ａ

Ｄ
Ａ

（
ロ
シ
ァ
・
ア
メ
リ
カ
人
形
作

家
協
会
）
を
ア
メ
リ
カ
の
作
家
と
設

立
す
る
‥
・
。

材
料
の
入
手
も
お
ぼ
つ
か
ず
、
つ

い
何
年
か
前
ま
で
は
、
思
相
蝶
摯
制
が

行
わ
れ
て
い
た
国
で
、
こ
れ
だ
け
の

自
由
な
感
性
が
損
な
わ
れ
ず
い
た
こ

と
、
ま
し
て
や

「
ド
ー
ル

・
ア
ー

ト
っ
て
、
ま
だ
社
会
的
勢
、”識
が
ゼ
ロ

に
等
し
い
か
ら
大
変
！
」
と

「異
国

同
音
」
に
お
互
い
の
国
か
ら
同
じ
悩

み
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
平
和
と
、
ド
ー
ル
・
ア
ー
ト
ヘ

の
情
∬熱
が
も
た
ら
し
て
く
れ
た
奇
跡

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ

う
。

文  小 川  千 息 子



〃 ldegard
σ ″Ⅳ Zlヨ 五

．二

a a ta

Tatiana
ヨ:ス F yЛ

40ヽ

「伝統的なロシアの生活」シリーズ

(素材 :スーパースカルピー)

「友人の肖像」

(35cm X 27 cm)
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名
古
屋
に
水
澄
恵
美
子
人
形
教
室

が
始
ま
っ
て
四
年
目
。
以
前
よ
り
、

水
澄
先
生
の
作
品
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

の
広
さ
、　
一
体

一
体
に
人
形
格
？
が

あ
る
か
の
よ
う
な
存
在
に
ひ
か
れ
、

師
事
。
人
形
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
始
ま
っ

た
人
形
狂
い
。
創
作
の
楽
し
さ
苦
し

さ
が
少
し
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し

て
い
ま
す
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
の

そ
れ
ぞ
れ
の
人
形
達
、
世
界
の
国
々

か
ら
来
た
人
形
達
に
か
こ
ま
れ
、
私

自
身
の
作
品
が
そ
こ
で
自
己
主
張
で

き
る
存
在
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

〔連
絡
先
〕

尾
張
旭
市
旭
ケ
丘
町
旭
ケ
丘

五
六
六
八
―
三
二

一癖
一一鮮
一毯
雑
薇
離
構
”篠
構
ぐ
撃
鶴
晨
体ル
■

佐
々

文
子

関
節
三
ツ
折
れ

高
さ
　
四
七
ｃ
ｍ

石
塑

・
本
質
粘
土

胡
粉
仕
上
げ

教室・学校名 住所 /■ 開講 日時・講師陣 授 業 料

竹取物語人形学校 〒171東 京都豊島区日白
3-17-27

803-3954-3395

月・創作市松人形 (宮崎優人 )
10:00-13:00・ 月 3回

火・創作抱 き人形 (竹 村和子 )
10:00-12:30、  14:00-16:30.

水 。着物縫い方 (桑原静江 )
10:30-13:00、  14:00-16:30・

木・創作抱 き人形 (小林三千子 )
10:30-13:00、 14:00-16:30 ・

月 4回

月 2回

月 4回
*入 学随時受付

入会金

月謝

¥20000

月¥10750
火 ¥13000
水 ¥8500
木 ¥13000

ビグマ リオン

人形教室

〒 158東 京都世田谷区
奥沢 6-28-14林 コーボ201
21,03-3704-3730

月・福島弘太郎
A講 座  10:30-13:00、
B講座  18:00-20:30

火・渡辺素子
A講座  10:30-13:00、

木・吉田良一
A講座  10:30-13:00、
B講 座  18:00-20:30

金・吉田良一
A講 座  10:30-13:00、

土・吉田良 -  13:00-15:30、
日・ 吉田良― (原 則 として第 1

10:30-16:30

14:00-16:30

14:00-16:30

14:00-16:30

14:00-16:30
16:30-19:00
3日 曜日 )

月 4回
1・ 8月 は月 3回
入会金
設備費
月謝

¥20000
毎月1000

¥12000

ART モマーユ
所由紀子人形教室

〒206東 京都多摩市員取
2-5-3-506

2::0423-76-1294

所 由紀子 (月 3回 )
第 1・ 2・ 3金 曜日 10:00-12:30

月 謝 ¥9000

岩切人形工房

〒186東 京都国立市東
1-3-15国 立タイカンプラザ106
80425-71-3221

岩切 克樹
水曜 日 18:30-21:30
金曜日 13:00-16:00
土曜 日 13:00-16:00、 18:30-21:30

入会金

月謝

¥15000
¥13000

藤井 路以教室

〒173東 京都板橋区
中丸町 39-2-104

2]:03-3530-6598

藤井 路以
火曜日 19:30-21:30
金曜日 16:00-18:00
日曜日 (月 1回・ 第 4日 曜日のみ )
12:00 - 18:00

入会金  ¥20000
月謝   ¥12000
雑費 (月 )¥500
*火 。日は

入会可能

ドール・サロン麻生

〒194東 京都町田市
玉川学園 2-1卜 7

21:0427-20-1423

麻生 やや
*ビ スク中心。創作、球体関節、レプ リカ等
日時については、直接お問い合わせ下さい。

入会金 1万円
月 1回 クラス(2h)3千
月 2回 クラス(4h)6千

ミ ワ ドール・

アカデ ミー

〒157東 京都世田谷区
祖師谷 3-12-1
サンモール 成城 103

*本 部 (11:00-18:30)
世田谷区砧 8-26-1
2:,03-3415-3800

入会金 15000円

設備費  1800円
月謝は左表参照

三輸
・土曜
・土曜
・第 1
・第 2
*10回 チケ外制 (12回 のうち2回 休み)38000円  午前・午後は選択可

輝子               |
午前クラス 10:30-12:30(月 謝 16000)|
午前クラス 13:30-16:30(月 謝 20000)|
、 3土 曜クラス 10:30-16:30(月 謝 17000)1
、 4土曜クラス 10:30-16:30{月 謝 17000)|

三越文化センター

布 と綿で遊ぶ

創作布人形

〒104東 京都中央区
日本橋室町 1-4-1
2,03-3274-8595

松原 登代子・佐 々木  明子
・ 毎月第 2水 曜日 13:00-17:00
6か 月 6回

入会金 6000円
(3年間有効 )

受講料 27000円

創作粘土の会
ラ・バンポーラ

本部 ア トリエ

〒177東 京都練馬区
石神井台 1-12-11

8・ FAX 03-3997-8687

高橋 節子
教室 日 月・木・金

(月 2回  10:00～ 15:00)
クラス :初級、中級、上級、研究科、講師科
*本 部講師派遣教室
・ 読売文化センター・北先住、浦和、横浜、
横須賀、藤沢、金町、荻窪 (人形・アートレリーフ)
・西武カルチャースクール池袋
その他全国各地に教室があ ります。お問い合
わせ下さい。

入会金 15000円

月謝  12000円

ア トリエ・ プチ

人形教室

〒181武蔵野市
吉祥寺本町 1-18-3-401
210422-22-0986

池田 雅世 *基礎科はチクット制・4枚・ 2か月有効
火 10:00-12:30 13:00-16:00
本 10:00-12:30 13:00-16:00
± 10:00-12:30 13:00-16:00

人形の着物縫い

入
基

自
市

¥10000
¥8000
¥10000
¥10000
¥6000

会金

礎科
由科
松科
方科

18
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―
―
磯
員
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ハ
ウ
ス

ギ
ャ
ラ
リ
ー
見
学
会
―

十
二
月
十

一
日

（日
）

一
時
半
～
三
時
半

要
電
話
予
約

・
先
着
七
名
の
み

会
費
不
要
　
　
　
　
　
６
Ｄ
Ｆ
Ｊ
事
務
局

＊
東
京
都
文
京
区
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
あ
る
磯

員
吉
紀
氏
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

・
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
を
訪
れ
ま
す
。
磯
員
氏
は
、
国
内
屈
指
の

ミ
ニ
チ
ェ
ア
リ
ス
ト
．
氏
ご
自
身
の
説
明
に

よ
り
、
そ
の
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
の
世
界
を
ご

鑑
賞
下
さ
い
。

■
Ｄ

Ｆ

ム
Ｔ
Ｊ

補

助

ス

タ

ッ

フ

募

集

取
材

。
に編
集
補
助
の
で
き
る
ポ
ラ
ン
テ
イ

ア
・
ス
タ
ツ
フ
を
若
千
名
募
集
し
ま
す
。

プ
ロ
の
人
形
作
家
以
外
の
方
で
、
文
章

を
書
く
の
が
好
き
で
人
形
を
偏
ら
ず
に

見
て
い
け
る
方
。
デ
ザ
イ
ン
で
き
れ
ば

尚
可
。
規
定
稿
料

・
取
材
実
費
を
お
支

払
い
致
し
ま
す
。
　

な
Ｄ
Ｆ
Ｊ
事
務
局

■
佃
側
日
反

・
比
＝
口
即
日
腹
ハ
リ

エ
ー
中
足

ハ
ツ
な
の
ス
υ
△
バ
ロ
只

■
ｎ
ν
ロ
ー
Ｔ
ｕ
亡
心
輝
十
△
西

十
二
月
十

一
日

（日
）
五
時

新
宿
紀
伊
国
屋
前
集
合

・
Ｄ
Ｆ
Ｊ
誌
が
目
印

ど
な
た
で
も
Ｏ
Ｋ
。
会
費
当
日
実
費
清
算

（で
き
れ
ば
事
前
に
な
を
！
　
事
務
局
）

Ｄ
Ｍ
を
、
Ｄ
Ｆ
Ｊ
発
送
時
に
同
封
サ
ー

ビ
ス
致
し
ま
す
。
二
百
枚
。

次
号
発
送
は
来
年
二
月
下
旬
で
す
。

Ｄ
Ｍ
は
二
月
十
五
日
必
着
で
お
送
り
下

さ
い
。

―
―
前
号
の
石
渡
紀
子
さ
ん
の
お
手
紙
に
近
況

報
告

（十
四
頁
）
の
大
谷
博
子
さ
ん
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
ま
す
。

□
　
私
の
作
品
に
共
感
し
て
下
さ
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
い
し
、
励
み

に
な
り
ま
す
。
と
も
す
れ
ば
自
分
だ
け
の
世

界
に
入
り
込
み
自
己
満
足
し
が
ち
で
す
。
私

の
人
形
を
作
り
た
い
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

も
と
は
言
葉
に
は
出
さ
な
い
自
分
の
心
の
う

ち
の
自
問
自
答
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
の
で

す
。
日
常
生
活
の
雑
多
に
追
わ
れ
、
言
葉
で

語
れ
な
い
も
の
を
人
形
と
い
う
形
を
通
し
て

表
現
し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

こ
こ
し
ば
ら
く
東
京
の
方
へ
出
品
す
る
こ

と
を
や
め
て
い
ま
し
た
。
地
元
で
個
展
を

し
た
り
教
室
活
動
で
過
ご
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
、
知
人
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
芸

術
劇
場
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（∞ゝ

Ｔ
彗
）
で
開
か

れ
た
ｉ
ｍ
ａ
展
に
写
真
の

（十
四
頁
）
作

品
を
出
品
し
ま
し
た
。
国
際
芸
術
家
協
会

ｉ
ｍ
ａ
は
油
絵
、
日
本
画
、
彫
刻
、
工
芸

そ
の
他
の
分
野
が
あ
り
、
人
形
の
分
野
を

工
芸
と
し
て
認
め
て
高
め
て
い
こ
う
と
い

う
開
か
れ
た
部
分
が
あ
り
、
と
て
も
う
れ

し
い
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
心

と
技
術
を
み
が
き
、
少
し
で
も
共
感
し
て

頂
け
る
作
品
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
　

　

　

【富
山
県
　
大
谷
博
子
】
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【LETTERS】 感想、ご意見、ご希望など
【CS(新人紹介)】 自薦、他薦を問いません。まず、写真
をお送り下さい。
【REVIEW】 個展、展覧会の感想。400字程度
*以上の採用分には、リーセ葉書セットを進呈。
【INFORMATION】 ニュースがあったら何でも
【近況報告】プロの作家の方の最新作の発表の場です。
応募はCSに準じます。 (採用分には規定稿料をお支払い
します)
【教室、個展他の案内】随時受けつけます。
*応募は、項目を明記の上、DFJ事務局まで

DFJ購 読 方 法 ■:11::ill■ 11:::|:::■ ::::11:‖ 111::||11111:11,:1'1111:‖ 11:::11:::II:::11ill

ドール・フォーラム。ジャバン (DFJ)は書店では販売さ
れていません。購読は、会員購読制です。DFJは年に4回
5月 、8月、 11月 、2月に発行されます。
お申込は、年会費5千円を下記の方法でご送金下さい。
*郵便振替 00120-8-717693

「ユーラシア・ ドールズ」
(通信欄に、「DFJ」 と明記する)

*現金書留 または 郵便小為替

バ ッ ダ″ブ~じノバ ー
1:|||■

|■ i::::lil:甘|■:韓 11:II:::|:|::|:,:i::1曹 ‖ :

1号 (表紙 :大島和代)2号 (表紙 :山口景子)
会員の方は1部 1000円です。それ以外の方 :1400円

ドール・フォーラム・ジャバン第 3号
1994年 11月 23日発行
編集発行 :ドール・フォーラム・ジャバン事務局

〒189東京都東村山市久米川町 3-27-57
2,0423-95-7547 1'AX 0423-95-7975

編集責任者 :」りll千恵子
印刷   :株 式会社 日出島
ド」・フ着熟・ジャバ本 トラガ・ドールズの薦ントシガはり運営さ薇 い討 。

編集後記 ドール・フたラム・ジャル事務局長  小川千悪子
☆ 海外に行くと、「えっ、これが ?」 と思うような妙な
日本人形に出あう。外国人が、日本的なものを取り入れよ
うと、フィーリングで (彼らなりにも研究しているのだろ
うが)つ くる日本人形が、多いのだ。そしてそれが、結構
評価されたりする。その話を、アメリカのドール・ジャー
ナリスト、ゲイル・エニッド・ジマーに話したとき、彼女
は少し考えてからこういった。「それは、アメリカのレス
トランにある日本料理のようなものね」。
この言葉はその後、私にとって、人形文化の違いを考え
る上で、重要なヒントとなっている。
逆に、現代の日本のアーティスト・ ドールには、西洋的
な人形が多いが、外国に行ってすんなり彼らの世界に受け
入れられるものは、少ないのではないだろうか。GDSの
ジェイン・デイヴィスはいった。「日本人は、西洋人の真
似なんかすることないのに、どうして髪や、目を西洋人の
ようにするのかしら」。彼女は、今回の表紙になった岩切
映幹子さんの「蝶の精」を大変高く評価したが、その上で
こういった。「これは、日本人の人形だから、いいの」。
彼女は、日本の伝統工芸人形と、その後の日本のアーティ
スト・ ドールの違いを知つている数少ない外国人のひとり
だ。そして、「ゲイルからの手紙」の連載を快諾してくれ
たゲイルも。彼女たちは、日本のアーティストや作り手た
ちと一緒に、日本の人形が本当に国際的になることを考え
てくれる素晴らしいDFJの友人である。
☆ 巻頭を飾った岩切映幹子さんは、中性的な魅力のある
人だ。印象がクールなので、近づき難くも感じるが、話し
て見るととてもざっくばらんで楽しい人だ。インタビュー
の後は、主婦として、いかに手抜きをしているか互いに競
いあって盛り上がってしまった。
☆ DFJは アウトローでいたい。実際、世界に例を見な
い (?)人形誌なのだ。西欧の価値観をそのままあてはめ
ることはできない。権威にこだわらず、この小さな本でし
かできない冒険をし続けたいと思っている。

*本誌掲載に記事。写真の無断転載・複写を禁じます。
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小牧 多賀子
「無題」石塑 高さ40cm

静かで端正な女性美を表現することでは、国内

で評価の高い小牧多賀子。安定したペースで、常

に新しい作品を生み続ける小牧の最新作。彼女の

作品はすべて一体物である。

DFJ会員のための特別提供価格
¥125, ooo― (送料込み)

マス・り■・コレクション葉書セット 会員¥800 マダム・リーセ監修ド→・ハ以 写真集

「メカ・ド・パ」 会員 ¥4500

*お申し込みは、会員専用の注文用紙でどうぞ

ユーラシア・ ドールズ 〒189東京都東村山市久米川町3-27-5780423-95-7547F懸 0423-95-7975
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